
　2019年10月 5 日、聖学院大学総合研究所心理福
祉総合研究所主催により「福祉のこころ研究講演
会」が開催された。人間福祉学科、心理福祉学科
の在学生、卒業生、教職員など52名の参加があった。
　中谷茂一人間福祉学科長より、開会挨拶と登壇
者である柏木昭名誉教授、中村磐男名誉教授、牛
津信忠名誉教授と、コーディネーターの助川征雄
名誉教授の紹介があり、続いて各シンポジストか
らの発題、最後に全体討議がなされた。各登壇者
からは「福祉のこころ」が熱く語られ、予定時間
を大幅に延長して深みのある研究会となった。

【各シンポジストの発言要旨】
〇中村磐男先生
　衛生学の立場で本学の人間福祉学科に20年間在
籍された経験に基づき、2007 〜 2013年まで開催さ
れた福祉のこころ研究会の実績や既刊のブック
レット紹介をはじめ、本学がなぜ社会福祉学科で
はなく人間福祉学科としたのかを述べられた。シ
ンポジストの冒頭にふさわしく、今後の研究会が
目指すことは何かを考えるための示唆に富む内容
であった。
　「人間福祉」に込められた思いについては、大木
英夫先生の論文「人間福祉総論という講義」（『聖

学院大学論叢第11巻』に掲載）を紐解きながら、
学部学科設置にあたり文科省に対して人間福祉の
思想を日本国憲法とキリスト教倫理学によって基
礎づける主張を紹介された。特に『ブックレット
6 【いまここでのかかわり】』を読むとわかること
があると示された。すなわち、人間福祉とは知識
や技術、制度だけでなく、こころを持った福祉で
あり、福祉のこころを大切に、中心に据えた福祉
であるべきだという力強いメッセージが、控え目
な語り口ながら福祉のこころを継承しようとする
熱い思いとなり参加者へ手渡された。

〇牛津信忠先生
　「今、人間福祉を考える」と題した講義は、中村
磐男先生からの「なぜ人間福祉か」という提起に
応答するようにして展開された。まず、社会福祉
の広義及び狭義の意味について、両者は結びつく
ものであるが「人間福祉」には一人ひとりの人間
存在の価値、生命の価値を原点にした福祉行動を
重視する発想にあると述べられた。この存在の価
値とはキリスト教的なものであり、アマルティア・
センが説いた自己利益優先主義の改善改革的行動
が必須である。ここで、自己利益を重視したとさ
れるアダム・スミスの「道徳感情論」を引き、慎
慮―良き生き方、善なる方向を辿る在り方の価値
付け、共感しあって生きることの必要性、人間行
動の倫理的在り方―こそが国を豊かにするもので
あると熱弁された。
　福祉的視座については、科学で細かく分析し把
握したものを、哲学的思考により全体を捉えその
本質をつかみとろうとする発想とし、「抱握」とい
う言葉で説かれた。これをさらに愛による統合作
用と表現され、わたしたちの存在を超えた前方の
主体から現状を見つめ直してゆく謙虚さの体現で
あると示された。ここで、「この子らを世の光に」（糸
賀一雄）を引用、また先生の出身地である長崎の
神父の話（水瓶を運ぶ人）が紹介された。
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　学部の授業を凝縮したような講義となり、人間
の存在価値を軸にした社会経済体制（互酬経済）
の構築へと、わたしたち人間福祉学科に学んだ者
が愛による統合作用をもって今をとらえ歩まなけ
ればと思わされる時間であった。

〇柏木昭先生
　昭和 2 年生まれで、人生の長い歴史を有する柏
木先生は、生後間もなく父と死別、中学時代に開戦、
戦争に行くことを考えて海軍士官学校に在籍、と
いったご自身の 4 半世紀を講演の冒頭で披露して
くださった。豊かな感情表現でユーモラスに、ま
たエネルギーと意思の強さを感じさせる先生のお
話しぶりには、若き日の先生の姿が目に浮かぶよ
うであった。
　横須賀キリスト教社会館のボランティアとして
ソーシャルワークに触れ、アメリカ留学中にソー
シャル・ケースワークを研究された先生は、国立
精神衛生研究所・国府台病院精神科に勤務され、
精神医学ソーシャルワークにおける「かかわり論」
を築かれた。この「かかわり」とは関係のことで、
一方的な援助者の立場ではなく相互主体的な関係
のことであると説かれた。それは対話によって作
り上げるものであり、障害者の自己責任を問わな
いのではなく、きちんと問うことがソーシャルワー
カーのあり方である。こうした対話を成り立たせ
るうえでの自己開示―胸襟を開いて語ること―は
ソーシャルワーカーに特有の姿勢であり、このか
かわりができたときにクライエントの自己決定が

結実するカイロス（ギリシャ語：ちょうどいいとき、
熟成する時）に導かれるという。
　先生は、現在も地域生活の拠点（トポス）をク
ライエントと共に創造する実践を続けておられ、ア
セスメントとは、クライエントを調査対象として
とらえるのではなく対話の相手とし、協働して課
題を探ることであると述べられた。講演の冒頭で
ご自身の生い立ちを話され「自己開示」された先
生のソーシャルワーカーらしさが印象的であった。

【全体討議】
　助川先生のコーディネートにより、シンポジス
ト間および参加者との全体討議が行われた。初め
に助川先生より 3 名のシンポジストの発題に対し
て、先生方の価値観に触れながら本学教員として
成長してきた実感と合わせて、人間の存在価値を
原点とした関係性のなかで互いの主体性を大事に
すること、すなわち柏木先生が示された「かかわり」
のプロセスの重要性が、本学部学科で語り継がれ
ていることの意味深さが述べられた。その後、い
くつかの質疑応答がなされた。

〇前方主体からの呼びかけ
　柏木先生から牛津先生に、「前方主体からの呼び
かけ」に感銘を受けたため具体的な場面について
聞きたいと尋ねられた。牛津先生は、糸賀一雄や
長崎の神父の姿を描写されながらも、効用や効率
が重視され、特に社会そのものが経済的自立を求
めるという効用主義に対する警鐘を述べられ、福
祉効用を高めることで個人の潜在的可能性を高め
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ることができる経済の在り方があるはずだと応答
された。これに対して柏木先生は、ソーシャルワー
カーは、もう 1 人の主体であるクライエントと「共
に」ということを哲学的に解明していただいた、
と述べられ、前方にある主体からの呼びかけ、動
きにこちらも応えていきたい、「共に」の関係がで
きて一つの事業を達成していくことを希望したい、
と応じられた。
　助川先生からは、こうした話を行政や政治をし
ている人に聞かせたい、ある意味では理想論であ
るが真剣に考えるべき示唆を含んでいる、若者が
年寄りに任せられないといってた時代を知る者と
して、いまの若い人は謙虚だと思う、昨今の研究
会では現場のソーシャルワーカーがやりにくそう
に見え、またソーシャルワーカーはどこにいった
のだろうと思わされる、と語られた。そして、政
治家に哲学者が話を聞かせる機会が必要、大事な
ことを気づかせる存在として人間福祉のこころを
持つソーシャルワーカーがいるのではないかと参
加者に訴えかけられた。

〇効率重視の施策の行きつくところ
　参加者からの感想として、現代は、効率的な考
え方が支配的になっており、それが生み出す施策
は、福祉と衝突するときが必ず起きてくるのでは
ないか、人生を全うしクライエントの世界を豊か
にするためには、我々ソーシャルワーカーはどう
生きるか、ということが私たちに課せられたテー
マであることを本日の講演で改めて認識したと述
べられた。

　これを受けて中村先生は、電車で「福祉を勉強
したら就職にいいらしい」との会話を聞いたエピ
ソードを披露され、福祉施設は儲かりそうだと一
時期注目されたが最近撤退している、就職や儲か
りそうといった動機では、人としての本質的な働
きを触発するものにならないことを明言された。
　牛津先生からは、効用や効率ということを福祉
の対立概念として捉えるのではなく、改革を実践
し、市場経済と再分配のあらたなあり方をとらえ
ていく道をも考え、実践のなかで声をあげていく
必要がある、「福祉人から社会変える動きを」と呼
びかけられた。
　以上を受けて、助川先生が先生方の発言を総括
し、「福祉人から社会を変える」ために、福祉の実
践現場にいて現実を見ているひとが現状に諦めな
いこと、のどかな福祉の時代は過ぎたが世の中の
真実を見つめることを、人間福祉のこころをもち
希望を掲げて歩みたい、とまとめられた。最後に
中谷先生から挨拶を受けて終了した。

【学生の感想】
　参加していた学生からは「難しい内容だったが、
目の前の人としっかりかかわるには、自己開示が
必要でありそのためには自己覚知が必要であるこ
と、その人だけでなく周囲の環境や社会にも目を
向ける必要があることは、共生社会総論や相談援
助の基盤と専門職の授業で習っていたので、学習
していることとつながって理解できたところも
あった」（心理福祉学科 1 年生）、「福祉効用の考え
方は、ソーシャルワーク論の授業で習ったミクロ
からメゾ、マクロの連続性の中でとらえると、腑
に落ちる内容だった」（心理福祉学科 2 年生）といっ
た感想があった。

（報告者：田村綾子［たむら・あやこ］　聖学院大
学心理福祉学部心理福祉学科教授）
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